
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和鍼会定時会員総会 H25.6.9 

 

第９回 はり・きゅう講演会 H24.11.11 

 

第 1 回 学術・青年部合同研修会 H24.7.21～22 

中野会員による「奇経治療について」 

第 2 回 学術・青年部合同研修会 H24.12.23 

 前嶋会員治療院見学会 

  

   

第 18 回 口熊野マラソンボランティア H25.2.3  第１回 学術・青年部合同研修会 H25.8.4 

テーピング講習会（講師 竹中会員） 
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公益社団法人 日本鍼灸師会 

    

倫倫倫倫    理理理理    綱綱綱綱    領領領領    

    

日本鍼灸師会会員の遵守するべき倫理綱領を次のように定める 

 

一 私は生涯を人類への奉仕に捧げることを誓う 

 

二 私は常に患者の健康の回復と保持増進を第一に考える 

 

三 私は患者の信頼に応えて秘密を厳守する 

 

四 私は良心と誠意をもって治療に専念する 

 

五 私はたえず鍼灸の学と術について最高の水準を保ち疾病に関する知

識を一層深め伝統を守りその伝承に努力する 

 

六 私は鍼灸治療の有効性を高めその学術的研究の業績を重ねることに

よって他の医療分野から信頼と協調を確保し患者の治療に努力する 

 

七 私は鍼灸治療の適応を十分認識し無効な治療を行うことなく更に過誤

を犯すことのないように努める 

 

八 私は常に自己の職責に誇りと責任をもち鍼灸師としての名誉と尊厳を

もって鍼灸の発展に努力する 

 

九 私は治療に当って宗教国籍人種政党社会的地位の違いによって患者

に果すべき義務を変えることはしない 

 

十 私は流派を超えて相互に鍼灸師を尊重し鍼灸界の団結を高め鍼灸師

の資質向上のために努力する 
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秋冷の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご厚誼にあずかり、厚

く御礼申し上げます。 

昭和６３年８月に社団法人 和歌山県鍼灸師会として誕生しました。この度の法人改革による

新公益法人制度では、多様化する時代の流れに伴う大改革であり、本会は平成２５年４月１日

付で一般社団法人 和歌山県鍼灸師会として生まれ変わりました。６月９日の定時会員総会で

は新役員が誕生し、理事７名で会務を遂行して参るところです。 

公益社団法人 日本鍼灸師会も平成２５年度役員改選があり、仲野弥和会長が再選され、新

体制になりました。２年前の仲野会長のテーマは「志と絆」でした。今年は、「結束・前進」であり

ます。結束し何を前に進めようとしているかは、しっかりご覧頂き、共に活動したいと願っていま

す。 

国民の眼から見た鍼灸師像とは、いったいどのようなものでしょうか？ 

我々鍼灸師側から見た将来の鍼灸師像については、永らく議論されています。 

“統合医療”と叫ばれている今の時代、“チーム医療”として我々鍼灸師がどこまでお役に立つ事

ができるでしょうか？ またお役に立つことができる自信が、鍼灸師個々にありますか？ 鍼灸

師も研鑽の積み重ねです。第９回日本鍼灸師会全国大会ＩＮおかやま（平成２５年１０月１３日～１

４日開催）では、当師会から２名が発表者として参加します。またいつか全国大会を引き受けな

ければいけない時が来るかもしれません。これもまた研鑽の一つです。 

研鑽を積み重ね、国民から信頼される鍼灸師。全体的なレベルの底上げです。 

そして、医療関係者、介護関係者、ご本人とご家族を囲むチームの一員として、 

地域に根差した鍼灸師の役割をお示しし、活動の場を広げるように努めます。 

関係各位におかれましては、今後とも御指導、御鞭撻を賜りますよう何卒宜しく御願い申し上

げます。 

巻巻巻巻    頭頭頭頭    言言言言    

一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 

会 長 萩野 利赴 
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［特集］ 一般社団法人への移行完了のご報告 

 

司会 

「本日は、萩野会長、中田財務部長、竹中総務部長に“一般社団法人への移行”に関して色々

とお聞きしたいと思います。司会は、木下広報部長が務めさせていただきます。 

はじめに、この度の一般社団に以降された経緯を説明していただけますでしょうか。」 

 

萩野会長 

「平成１８年６月２日関係３法の公布。平成１９年度より公益認定等委員会による制度運用の指

針の検討がはじまり、平成２０年１２月１日新制度の施行がなされました。特定民法法人と法律

上変わり、５年以内（平成２５年１１月２５日まで）に、公

益社団法人又は一般社団法人のいずれかを選択し、

認定・認可を受けなければ解散となる大きな宿題を与

えられました。 

当師会では平成２０年にプロジェクトチームを立ち上げ、

内閣府の資料収集と理解に務め、定款と会計基準に取

り組みました。大きな段ボールに入りきらない資料との

戦い、とても鍼灸師の頭で理解できる内容ではありませ

ん。大きな夢を抱いて、当初は公益社団法人を目指し

ていましたが、公益目的支出５０％以上の壁にぶつかり、

先ずは一般社団法人申請に方向転換をしました。資料

や申請書を読めば読むほどにわからなくなる日々。説明会に出向きまた混乱して帰ってくる中

で、締め切りが迫ってくるばかりです。何としても解散だけは避けなければなりません。そのよう

な中で臨時総会、県への申請が通過し認可を得たのです。認可後もそれでおしまいではなく、

複雑な事務に追われています。」 

 

司会 

「大変なご苦労があったことが推察されますが、ご苦労された点をいくつか伺いたいと思います。

まずは、会長からお願いいたします。」 

 

萩野会長 

「法の解釈、説明文がとても膨大で、初めて目にする専門用語に負けそうな理事を励まし、檄を

飛ばし続けました。労をねぎらう事を忘れていたのかも知れません。」 

 

司会 

「プロジェクトリーダという立場上、止むを得ないことであったことかも。 

では次に総務での苦労話をお聞かせください。」 
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竹中総務部長 

「まずは我々の会は、どのような活動をしているのかを把握

することから始めました。見直すと殆どが公益活動にあたる

ため、公益法人として申請できるのではとの考えておりました

が、しかし、一度公益法人に移行するとハードルが高く、適切

な運営ができなかった場合は、解散となります。」 

 

 

 

司会 

「県庁との折衝もあったと思われますが、その点ではどうでしたか。」 

 

竹中総務部長 

「県庁医務課の担当者には、大変お世話になりました。最初は何も分からない状態で訪問させ

ていただき、本会について相談させていただき方向性等、適切なアドバイスをいただきました。

その後は、数十回と数えきれないほどのお電話及びメール等でご対応いただき、無事に一般

社団法人へ移行することができました。」 

 

司会 

「では、財務での苦労話をお聞かせください。」 

 

中田財務部長 

「会計基準が今までと異なり大変複雑なものとなりました。

三つの事業会計と法人会計を含む四つの財布というイメー

ジです。財産を償却し、県の管理下を離れるまでは、事業

で赤字を出し、法人会計でそれをカバーする。これが基本

となります。簡単に言いましたが、ここに辿り着くまでが大

変で、数字と会計ソフトと移行手引きを一つの形にまとめ

ることがなかなかできず苦労しましたが、会長並びに理事

の助けを借り、ギリギリ間に合いました。」 

 

司会 

「聞いているだけで目がまわりそうですが、会計士の先生からのご指導はどうでしたか。」 

 

中田財務部長 

「今までお願いしていた会計士は費用がかかり過ぎるということもあり、日本鍼灸師会の監事で

もある公認会計士の大西先生にお願いしました。２３年度の決算は、旧基準と新基準の２種類

作成しましたが、新基準は当時まったく理解できず、大阪の大西先生のところへ教えを賜りに

行ってきました。朝の１０時から夕方の６時くらいまで昼食も休憩もなく、フル財務の講義が行



和歌山県鍼灸師会 会報 第 21 号 

 

 - 6 - 

われ半分以上は何を言っているのか理解できず、大西先生の厳しい指導と、自分の無能さを

痛感しながら帰路に着いた日がありました。今考えると一般法人移行の中で一番しんどかった

ことです。しかし、やらんとあかんという気持ちが生まれた日であったように思っています。大西

先生に感謝とともに今後ともよろしくお願いします。」 

 

 

司会 

「萩野会長の強力なリーダシップのもと、皆さんの一丸となって努力された結果“一般社団法

人”に移行できたことがよくわかりました。 

それでは、“一般社団法人”になった新生和歌山県鍼灸師会ですが、今後どのような会にして

いきたいですか。まずは総務部長からお聞かせください。」 

 

竹中総務部長 

「名称に「一般」という文字が追加されましたが、昭和６３年 社団法人として設立した当初の想

いを引き継ぎ、より一層公益活動をおこなえる団体でありたいです。」 

 

司会 

「では、次に財務部長お願いいたします。」 

 

中田財務部長 

「移行直後の現在の会計は、財産の償却を考えたものとしていますが、実際に当会の活動を

反映させた会計になっております。財産の償却が終わり、県の管理下を離れても会の活動方

針を変える必要はないです。現在と同様県民の皆様に公益的な活動を展開していくべきだと思

います。そして将来的に会計に余裕ができてきたなら公益法人を考える日が来るかもしれませ

ん。今後の鍼灸を思うと鍼灸師会の担う役割は大変大きいですね。」 

 

司会 

「最後に、会長お願いいたします。」 

 

萩野会長 

「全国的にも、公益社団法人、一般社団法人への移行が無事できました。 

今後は、国民、県民の方にいかに公益目的事業の展開を継続実行し、鍼灸の素晴らしさをご

理解いただく手段を見出せることができるかにかかっていると考えています。」 

 

司会 

「萩野会長、竹中総務部長、中田財務部長、ご多用のところありがとうございました。 

また、この度の“一般社団法人”への移行、本当にご苦労様でした。会員を代表いたしまして御

礼申し上げます。」 
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 [特集] 厚生労働大臣感謝状を拝受して 

  ～ボランティア現場での鍼灸師の役割について～ 

 

 

 

副会長 中田 浩 

 

東北太平洋沖地震 福島のボランティアを振り返って、当時社団法人 福島県鍼灸師会との連携

の下、５月１日に出発し５月４日帰省の強行軍で当会より４名の会員と元会員の先生１名が、道路

状況の把握が困難で余震が続き、風邪やノロウイルス等の感染症の集団発生や、原発の問題もあ

り自身の健康状態にも影響を及ぼしかねない状況、環境の渦中、長距離運転等のリスクをすべて

自己責任とし、ご家族の承諾書を頂いた上、ボランティアに行ってくれました。自分たちにできる人

助けを全うしてくれた彼らの勇気に今も感動を忘れません。また、ボランティアに際し、義援金を募っ

たところ多くの会員や関係者の皆様より多大な義援金と物資の支援をしていただけたことが大きな

力となり、後押しとなったことも忘れてはなりません。それぞれの力が一つになって成し得た活動に

対し、厚生労働大臣感謝状をいただけたことは鍼灸師会として大変意味のある大きな勲章を得られ

たと喜びを感じております。 

今回はボランティアに行かれた会員の方々にお話を聞いてもう一度当時の活動で感じたことなど

をまとめてみました。 

 

《実際のボランティア現場で感じたこと、鍼灸師の役割について》 

患者さんの多くは、肩こり、下半身のだるさを訴

えられていましたが、症状ははっきりとせず、慢性

的な疲労感と胃腸症状の低下を含んだ状態の方

が多かったように思われました。今回の体験で、

患者さん本人が初期症状を自覚していなかったり、

うまく表現できない身体の不快な症状を緩和する

のには、手当て、鍼灸などの手技療法がよくあっ

ているのだと改めて感じました。 

鍼灸ボランティア活動初日、施設内に入り医

療ブースで準備に取り掛かっている最中、整形

外科医の吉田先生と挨拶を交わすことができま

した。吉田先生から「あなたたち鍼灸師の治療

が、本当の意味で手当てである、共に頑張りま

しょう！」という激励の言葉を頂きました。 
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この言葉は、私にとって忘れられない言葉

となり、改めて、このような災害時には連携す

る事が大切であり、それを実行するには日頃

から考え、取り組んでいかなければいけない

事を実感しました。被災者への施術が始まり、

鍼灸が苦手な方には鍼灸の良さを伝えながら

も臨機応変に施術を行い、少しでも苦痛を取

り除ける様に出来る限りの対応で務めまし

た。 

 

肩が痛い・腰が痛い・足がつる・・・。その訴え一つ一つが、避難所の中の状況を見ると、すぐに

納得できる程の環境でありました。固い床に薄い布団を敷いて休んでいる方がほとんどで、中に

はトイレの前のスペースに、ほぼ一日中横になっている方もおられました。驚くことに治療スペー

スは暖房が入っていましたが、廊下・その他ブースには暖房は入っておらず、非常に寒い過酷な

状況でありました。日本人、特に東北地方の方は、我慢強い方が多いと思いますが、やはり心の

苦痛・体の苦痛は量り知れないとリアルに肌で感じました。 

 

《実際の被災地を訪れて》 

福島県郡山市を離れ、いわき市の被災地を

福島県鍼灸師会の先生にご案内頂き、津波

被害を目の当たりにし、テレビ等報道を見た

時より悲惨な状態で、自分自身も深いため息

しか出ませんでした。見なければ良かったとい

う思いと、見て今後の教訓に生かしたいという

気持ちの葛藤でした。 

 

被災現場の一つである、いわき市の小名浜

港・小浜地区を視察しました。ＴＶで見るだけ

でも映画をみている様な錯覚に陥る感覚になりましたが、実際はもっと酷いもので、大きなショッ

クでした。言葉にならず、カメラも途中から向け

られなくなってしまい、ただただ手を合わせる

事しか出来ませんでした。 

 

いわき市の海岸周囲の被災現場をご案内

頂き、壊滅状態がテレビの映像で拝見する範

囲をはるかに超えるものでした。あまりの悲惨

さを自分の目で見て、肌で感じ取らせて頂き、

心より黙祷を捧げさせて頂きました。 

近い将来発生するであろう南海・東南海大地
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震の発生時に公益社団法人 日本鍼灸師会、近畿ブロックまた当師会で何ができるか？何を求

められているのか？今後を考え、訴え続けて、大震災に準備したいと考えます。 

 

《これからのボランティア活動に関して》 

鍼灸施術は多くの設備、道具を必要とせず、小さな鞄一つと少しのスペースがあればいつでも

どこでも、まして停電中でも治療は出来るという究極のエコ医療です。対応できる症状も痛みだけ

でなく幅広い症状に対応できます。 

近い将来発生するであろう南海・東南海大地震の発生時、和歌山が被災すれば全国から沢山の

専門家、ボランティアの人々、そして鍼灸師が駆けつけてくれるでしょう。また、他府県が被災す

れば我々も出来る限りの活動をしなければなりません。そのためには、人と人とのつながりを大

切に、関係各位と連携を深め、和歌山の先生だけでなく、全国の鍼灸師の先生との繋がりを、強

固なものとしていく必要があると考えます。様々なボランティア活動を通じ、参加する側、受け入

れる側に何が必要で、何を備えないといけないかを、訓練を重ね学んで、実行していくことが重要

と考えます。 

 

 

 

(社)福島県鍼灸師会の先生方と福島のボランティア活動に参加された先生 
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 [特集]  保険衛生（医事）功労知事感謝状を 

           受賞して思うこと 

 

 

 

 

副会長 出﨑 哲也 

平成２５年・２６年度理事に就任しました出﨑哲也です。副会長を勤めさせていただいています。 

鍼灸師会に入会し早や１１年が過ぎ、平成１５年より３期青年部長をさせて頂き、保険部長として

も３期目を迎えさせて頂きました。 

平成２５年４月に一般社団法人への移行が完了し、５月に新たに療養費制度等適正運用資料を

作成し、各和歌山県内の保険者にも発送させていただきました。現在、療養費に関して保険者での

裁量というのが非常に厳しくなってきております。医師照会・患者照会を行っている保険者も増えて

きております。ただ、我々鍼灸師としていつも指導会でもお伝えしております、「カルテの整備」を怠

らなければ、何ら問題も無く、胸を張って治療に専念できると思っております。又、同意書を書いて

頂く医師との疎通も非常に大事なことです。積極的に医師と鍼灸療養費に関するコミュニケーション

を取って、先生方個人と医師との繋がりをより深めておくのも必要なことだと感じます。 

日本鍼灸師会では現在、一部負担金で鍼灸院に受診できるように、関係省庁に働きかけていま

す。現行の療養費制度から前進できるチャンスでもあると伺っております。 

我々としては、きちんとした療養費運用を行い、鍼灸師としての自覚を持って治療に励み、一人で

も多くの国民の皆さんに鍼灸をアピールできるよう心がけたいと思っております。 

最後になりますが、昨年１１月に知事感謝状を頂くことができました。会長はじめ理事の先生方、

そして会員の先生方に支えて頂いたお陰で、このような感謝状を頂けたことを心より感謝致しており

ます。 

まだまだ未熟な点が多く、会長はじめ理事の先生方、また

会員の先生方にご迷惑をお掛けすることがあるかとは思い

ますが、何卒、ご指導ご鞭撻の程宜しくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

定時会員総会にて謝辞を述べる出﨑氏 
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[特集] 第３２期鍼灸臨床研修会に 

参加して 

 

 

 

坂本 浩一会員 

 

平成２４年９月１５日から 3 日間、大阪市東成区の森ノ宮医療学園で行われた第３２期鍼灸臨床

研修会に参加してきました。私の住んでいる新宮から大阪まで紀勢線の特急「くろしお」に乗って４

時間掛かります。今回は三重県松阪市で近鉄特急に乗り換えて大阪入りしました。森ノ宮駅を降り

て東に向かい、府立成人病センターを通りすぎると、懐かしい風景が甦ってきました。実は今から２

５年程前、まだ森ノ宮医療学園が大阪鍼灸専門学校だった頃、年６回の講習会に参加していました。

特に思い出すのが、森秀太郎先生の小児鍼の授業です。温厚なお人柄が印象の残る素敵な時間

でした。その頃の記憶を辿り,ちょっと裏道に入ると当時の面影が残っていました。１０分程歩くと森ノ

宮医療学園に到着しました。建物は建て替えられ、時の流れを感じさせられました。 

研修会は東京と大阪の2会場があるためか、大阪会場では主に西日本からの参加者で占められ

ていました。因みに診察実習での私の相棒は岐阜の若い勤務鍼灸師の方でした。講師陣といえば、

仙台や鹿児島、茨城、静岡等々、各方面から参上して戴いていました。軽妙な話し方の元吉先生、

手作り人体模型を持参した高田先生をはじめ、親近感のある優しい先生ばかりでした。初日に早速、

京橋駅近くの焼肉店で親睦会を敢行したためか、2 日目以降ますますアットホームな雰囲気で研修

が進められました。 

研修のテキストとして、出端昭男先生の「鍼灸臨床 問診・診

察ハンドブック」が配られました。この書は１９８７年の初版から

現在まで２０版を越え、大ベストセラーとなっています。出端先

生の講演を一度だけ拝聴したことがあって、歯切れよい口調と

論調に圧倒された記憶があります。長らく日本鍼灸師会学術部

長を務められたのも大いに頷ける講演でした。 

研修ではプログラムが同書に沿うように「腰痛・坐骨神経痛」

「五十肩」「膝関節症」「頚・上肢痛」に分けられ進行しました。特

に診察方法では実習で、きめ細かく指導を受けました。日常の

施術ではついつい省略してしまって、いつの間にか記憶の深み

に沈み込んでしまった方法がちょっと頭を出したような感じでし

た。忘れていたことの恥ずかしさも、講師の先生方の熱心さで

薄められた気がします。また参加前は自分の年齢から多少の

気恥ずかしさもありましたが、いざ研修に臨んでみるとそんなことも気にすることなく参加できたよう

に思います。そんなこんなで、あっという間の 3 日間でしたが、最終日は台風の接近により時間が短

縮され、特にディスカッションが中止されたのはとても残念でした。 
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今回の研修で感じたことは、やはり老いも若きも「外に出よう」ということです。１０年以上も一匹狼

で引きこもり状態だった私が言うのもおこがましいのですが、やはり外へ出て町に出て、たくさんの

人に会い、たくさんの話を聴いて、たくさんの引き出しを持つことが成長に繋がるのではないでしょう

か。 

鍼灸師会のメンバーはもちろんですが、それ以外の鍼灸師たち

にも、そのことを訴えたいと思います。 

臨床に於いて、私たちは血液検査も画像診断も出来ません。た

だ眼前の患者さんへの問診と身体の情報から診断と治療方針を

組み立てなければなりません。それにはテキストだけではわからな

い部分が出てきます。 

独り悩まず恥ずかしがらず、誰にでも尋ねてほしい、外に出てほ

しいのです。今までの私の経験でいうと、学会や研修会に参加して

も、なかなかすぐに成果はでないしょう。でもいつか、その蓄積が血

となり肉となることでしょう。 

今後、この臨床研修会をはじめ、学会等に参加することをお勧めします。 

 

 

 

坂本会員の施術所（「にしき坂本鍼灸院」新宮市千穂） 
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鍼灸療養費取扱い状況 

１．平成２４年度請求金額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成24年度請求金額
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件数

請求金額

療養費総額

件　数

 

年年年年　　　　月月月月 申請数申請数申請数申請数 件件件件　　　　数数数数 請求金額請求金額請求金額請求金額 療養費総額療養費総額療養費総額療養費総額

平成24年1月 38 722 7,722,093 9,037,525

2月 39 731 6,934,699 8,256,486

3月 39 724 7,338,985 8,731,464

4月 37 724 7,690,081 9,118,688

5月 37 656 6,180,060 7,363,955

6月 38 752 7,824,114 9,307,755

7月 38 727 7,533,072 8,957,166

8月 37 698 7,192,516 8,586,645

9月 38 714 7,321,436 8,721,216

10月 38 702 6,839,109 8,158,302

11月 38 677 7,033,664 8,400,410

12月 38 678 6,977,612 8,323,480

合合合合　　　　計計計計 455 8,505 86,587,441 102,963,092

平平平平　　　　均均均均 38 709 7,215,620 8,580,258

保険部長 出﨑 哲也 
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２．平成２４年度保険者別請求金額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．年度別請求金額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1111....協会協会協会協会けんぽけんぽけんぽけんぽ

17%17%17%17%

4444....国国国国　　　　　　　　保保保保

26%26%26%26%

2222....組合保険組合保険組合保険組合保険

4%4%4%4%

3333....共済組合共済組合共済組合共済組合

4%4%4%4%

5555....後期高齢後期高齢後期高齢後期高齢

49%49%49%49%

年度別年度別年度別年度別　　　　請求金額請求金額請求金額請求金額
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２
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千円千円千円千円

年度別 請求金額

平成12年度 32,005,277

平成13年度 48,719,713

平成14年度 65,105,530

平成15年度 87,976,501

平成16年度 113,404,645

平成17年度 108,810,673

平成18年度 112,559,642

平成19年度 110,474,582

平成20年度 112,553,746

平成２１年度 108,357,999

平成２２年度 96,463,045

平成２３年度 98,059,390

平成２４年度 86,587,441

※年度別請求金額内訳は 

各年度の１月～１２月で計算 

保険者別保険者別保険者別保険者別 件数件数件数件数 請求金額請求金額請求金額請求金額

1.協会けんぽ 1,462 8,193,546

2.組合保険 319 1,250,601

3.共済組合 308 1,264,175

4.国　　保 2,229 16,883,890

5.後期高齢 4,187 58,995,229

合計 8,505 86,587,441
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和歌山県鍼灸師会療養費等請求と県後期高齢者医療広域連合支給の比較 

 

 

平成２３年１２月、和歌山県後期高齢者医療広域連合長より、「はり師、きゅう師及びあん摩・マッ

サージ・指圧師の施術に係る療養費支給申請における施術料・往療料の適正請求について」の通

知文が県内鍼灸師に送付された。 

経緯については、和歌山県鍼灸 3 団体と県健康つくり推進課・広域の 5 者間協議会を 3 回行い、

特に往療についての協議が行われた。平成 24年 2月に厚生労働省保険局医療課より「はり、きゅう

及びあん摩・マッサージの施術に係る療養費の取扱いに関する疑義解釈資料」所謂Ｑ＆Aが発表さ

れ、現在の療養費取扱いの支給基準となっている。 

 

今回、平成２４年度後期高齢者医療広域連合への請求件数・金額をグラフ化してみた。 

但し、５月分だけは、国保連合会から広域連合に審査が移行された為、県全体の件数・金額は０

になっている。 

 

グラフ① 和歌山県後期広域連合の件数と和鍼会の請求件数の比較 

県後期広域全体の平均が１，６０４件に対し和鍼会の平均が３３６件、割合平均が２０．９％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

和鍼会 353 348 348 347 338 326 328 287 331 340 339 341 336

県後期広域 1,802 0 1,698 1,626 1,590 1,552 1,649 1,564 1,573 1,471 1,572 1,552 1,604
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グラフ② 和歌山県後期広域連合の支給金額と和鍼会の請求金額の比較 

県後期広域全体の平均２７，０２３，５８６円に対し 

和鍼会の平均が４，８０３，７９２円、割合平均が１６．３％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ③ 和歌山県後期広域全体と和鍼会が占める請求件数・金額の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（申請書1枚あたりの平均請求額　14,297円）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

件数（◆） 19.6% 20.5% 21.3% 21.3% 21.0% 19.9% 18.4% 21.0% 23.1% 21.6% 22.0% 20.9%
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この３つのグラフを見て、和鍼会が占める割合が非常に少ないように思った。しかし、他２団体・

個人請求者がどれ位の割合で申請しているかは分からないが、和歌山県後期高齢広域連合の文

章が出て以降、和鍼会では、往療に関しても適正に申請するよう指導している。そういう経過もあっ

てか、申請書１枚あたりの平均請求額は１４，２９７円である。この金額が多いのか少ないのかとい

えば、妥当な金額であると思われる。例えば今後、往療が減り、来院数が増えても、施術単価が低

い為、平均請求金額は下がると思われる。 

因みに、平成２３年度の県全体の件数・支給額は２２，３４２件・４８５，６２０，４６３円である。 

これに対し平成２４年度は１７，６４９件・３２４，２８３，０３７円である。前年度よりも４，６９３件・ 

１６１，３３７，４２６円と件数・支給額ともに減少している。 

現在、広域連合は独自での審査を行っており、非常に細かな部分まで審査されている。 

また、他の保険者に関しても同じことが言える。それに伴い、申請件数・支給額が減少しているの

もあるが、医師への同意照会や患者への照会が増えているのも一つの要因であると考えている。 

我々鍼灸師は国民に信頼される医療人として、日々努力を重ね、今後も、きちんとした療養費取

扱いをすることにより、国民・医師・保険者等との信頼関係をより強固なものにしていかなければな

らないと感じている。 
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学術○ぶ 通信 

 

 

平成２５年度より、学術部長をさせていただいております薮中浩之です。まだまだ未熟者ですが、

会員の皆様に喜んで頂けるような企画を考えて参りますので宜しくお願い申し上げます。 

さて、今年度も会報発行の季節となりましたので、学術部からは学術部通信という形で前年度の

活動報告や今年度の活動予定のご案内・全国の学術講習会案内等を掲載させて頂きたいと思い

ます。 

    
平成２４年度 学術部活動報告 

○県民公開講座 第９回 はり・きゅう講演会 

平成２４年１１月１１日（日）和歌山市三沢町 中央コミュニティーセンター大ホールにて、第９回 

はり・きゅう講演会を開催致しました。 

今回は「身心一如 ～身体が心をつくり、心が身体をつくる～」という古くから東洋医学に伝わる

言葉をテーマとし開催いたしました。 

講師には、第１部 関西医療大学・准教授（現教授） 近藤哲哉 先生（医師）、第２部 明治医療

大学・准教授 福田文彦 先生をお招きして、身体と心の関わりを東西両医学の視点からご講演い

ただきました。 

第１部の近藤先生からは、「こころとからだをつなぐ医学」という演題で、西洋医学の視点に東洋

医学の視点を交えた非常に興味深い角度から、ご講演いただきました。 

第２部の福田先生には、「東洋医学で心と体の健康管理」という演題で、身心のすこやかな状態

を保つ為に東洋医学ならではの角度から、県民の方々にも分かりやすい内容でご講演いただきま

した。 

続いて第３部では、近藤先生・福田先生と当師会の萩野会長を交えたパネルディスカッションを

「こころと向き合う」というテーマにておこないました。 

このディスカッションでは、まさに東西両医学による２方向の視点から、それぞれ特徴のある見解

があり、素晴らしいディスカッションとなりました。そして、パネリストである３名の先生方の深い経験

も生かされた、教科書だけでは知りえない貴重なお話をお聞きすることができました。 

今回、当師会の県民公開講座 はり・きゅう講演会を開催するにあたり、近藤先生、福田先生に

は大変お世話になり誠に有り難う御座いました。また、ご講演いただきました貴重なお話を今後の

日々の臨床に生かしていきたいと思っております。 

 

  

学術部長 薮中 浩之 
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○第 1 回学術・青年部合同研修会 

昨年度の第１回学術・青年部合同研修会は、和歌山県鍼灸師会の新しい試みとして、平成２４年

７月２１日・２２日の２日間の日程で、「一泊研修会ｉｎ那智勝浦」を開催致しました。 

研修１日目は、第１回目という事もあり、那智勝

浦町のお店にて意見交換会を兼ねた「懇親会」か

らスタート致し、沢山の先生方にお集まり頂き、貴

重なご意見をお聞きする事が出来ました。そして、

おいしい料理にお酒もすすみ、時間を忘れて日頃

の臨床のアドバイスを熱心にご教授頂けた事が、

若い鍼灸師にとって最高の研修１日目となりまし

た。 

研修２日目は、那智勝浦町体育文化会館にて療

養費制度等適正運用指導会の終了後に、今回の

一泊研修会のメインである「奇経治療について」を

中野正得会員にご講義頂きました。研修内容は、奇経治療というと奥が深く複雑なイメージですが、

非常に分かりやすくご講義頂き、明日にでも臨床で使えるように簡潔であり的確な内容の実技も披

露して頂きました。 

今回、初の一泊研修会ｉｎ那智勝浦でしたが、「参加して

良かった」という嬉しいお言葉を頂けて、開催して本当に良

かったと思いました。そして、開催にあたり現地の弓場会

員、講師の中野正得会員には、ご多忙中にも関わりませ

ずご尽力いただきましたこと、深く御礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

萩野会長の挨拶 近藤先生の講演の様子 
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○第２回学術・青年部合同研修会 治療院見学会 

平成２４年１２月２３日に第２回学術・青年部合同研修会を開催

致しました。この研修会は、治療院見学も兼ねた研修会となってお

り、今回で開催３回目となりました。 

今回は、前嶋拓也会員の施術所にお邪魔させて頂き、鍼灸師を

目指した動機から資格取得、施術所開設、そして現在に至るまで

のご苦労された体験談や、良かった試みの経験談を惜しみも無く

お話し頂きました。勉強会内容は、ナガタクリック院長 長田 裕先

生 （ 医 師 ） 考 案 の

「無血刺絡療法」を

実技披露して頂きました。この施術方法は、非常に

微細な刺激でありながら、高い鎮痛効果を実感する

事ができ、驚きの連続でした。 

 

 

 

 

そして、研修会終了後に和歌山駅前にて、毎年恒例

の懇親会を合わせて開催させて頂きました。年末という

時期もあり懇親会というよりは忘年会といった感じで、堅

苦しさ全くなし、和気あいあいとした雰囲気で今年１年の

疲れを癒すかのように、楽しい時間を過ごす事が出来ま

した。ご参加頂きました先生方、講師の前嶋会員、本当

に有り難う御座いました。 

 

 

第１回学術講習会 

平成２５年２月１７日 マリーナシティわかやま館にて、第１回学術講習会を開催致しました。今回

は「未来の鍼灸について」という今までになかった新しいテーマで、講師は茂原 仁会員にご講義し

て頂きました。講義内容は、現在医療の中で鍼灸師及び鍼灸施術のおかれている現状や問題点に

ついて、今後の課題や求められるニーズについてなど、様々な角度からご説明して頂きました。こ

の講義は、現在（公社）日本鍼灸師会をはじめ、近畿ブロック師会専門チームでも盛んに議論され

ております「鍼灸師法制定」に向けて、知っていなければいけない内容であり、知っていなければ共

に議論する事も出来ない重要な内容であったと思います。 

「鍼灸師法制定」は非常に難しい問題が沢山御座いますし、複雑な内容も多く、つい他人事のよ

うに目を背け、耳を塞ぎたくなってしまいがちですが、我々が業としている「鍼灸」の未来についての

大事なお話ですので、今後、会員同士で共に少しずつでも勉強していければと思います。 

今回、難しいテーマにも関わらず、的確に分かりやすくご講義頂きました、茂原会員には心より深

謝申し上げます。 
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平成２５年度 学術部活動計画 

 

○第１回 学術・青年部合同研修会 

平成２５年８月４日（日）和歌山県鍼灸師会事務所にて、講師 竹中秋生会員による「テーピング

講習会」を開催致しました。 

今回は、足関節だけではなく、様々な部位の臨床に使えるテーピング法をご講義頂きました。 

詳しい内容については、来年度の会報にてご報告させて頂きます。 

    

○第１０回 県民公開講座 はり・きゅう講演会 

平成２５年１１月１０日（日）有田市文化福祉センターにて、有田市消防本部 救急係の先生方に

よる、普通救命講習会（心肺蘇生法・AED 自動体外式除細動器の取扱い）を開催させて頂く予定と

なっております。 

いつ発生するか分からない東南海・南海大地震、スポーツ現場や日常での緊急時に、知ってい

れば、復習していれば必ず役立つ講習内容だと思いますので、是非、ご参加をお待ちしております。

詳しくは後日、学術部からご連絡させて頂きます。 

 

○第２回 学術・青年部合同研修会 治療院見学会 

平成２５年１２月２２日（日）に第２回学術・青年部合同研修会 治療院見学会（第４回目）を開催さ

せて頂きます。 

今回は、西牟婁郡上富田町の中井 健会員の施術所にお邪魔させて頂く予定となっております。

詳しくは準備が整い次第、青年部からご案内させて頂きますので宜しくお願い申し上げます。 

 

○第１回 学術講習会 

平成２６年３月２１日（金）第３回 療養費制度等適正運用指導会の終了後に、第 1 回学術講習会

を開催させて頂きます。講師は、石田国豊会員で「小児鍼・スキンタッチ」についてご講演頂く予定と

なっております。 

詳しくは日程が近づき次第、学術部からご案内させて頂きますので宜しくお願い申し上げます。 

 
○（公社）日本鍼灸師会主催 学術関係のご案内 

・平成２５年 ９月１４日～１６日 第３３期鍼灸臨床研修会 （弓場会員 参加） 

・平成２５年１０月１３日～１４日 第９回全国大会ｉｎおかやま（発表：萩野会長・坂本会員） 

・平成２５年１１月２４日 第４回鍼灸臨床スポーツフォーラム 大阪 

 

 
最後に～学術部からのお願い～ 

会員の先生方の興味がある分野や、開催してみたい講演内容が御座いましたら薮中までご連絡

ください。今後の学術部活動に活かしていきたいと思いますので宜しくお願い申し上げます。 
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 平成２５年度から学術部長から青年部長に就任しました前嶋拓也です。学術部に在籍していたと

き以上にご支援をお願いすることがありますが、よろしくお願い申し上げます。 

和鍼会の青年部は、かつて出﨑会員・薮中会員とバイタリティー溢れる先生方が歴任されてきた

部門で、私は歴代青年部長と同じようなことが出来ませんので、自分なりに「次世代鍼灸師へのつ

なぎ役」として、担当させていただく所存です。会員の皆様にはご指導賜りますようよろしくお願い申

し上げます。 

 

 

第１回 学術・青年部合同研修会のご報告 

 

平成２５年８月４日（日）に（一社）和歌山県鍼灸師会事務所にて第一回 学術・青年部合同研修会

を開催しましたので、ご報告いたします。 

 

講 師：竹中 秋生 会員 

内 容：テーピング講習会（足関節・肩関節を中心として） 

 

一般的には「固定」するイメージのテーピングを明日か

らの臨床でも使用できる方法をご教授いただきました。参

加された先生方熱心に練習に取り組んでおられ、質疑応

答も実際の臨床症例についての質問が出るなど熱気が感

じられました。私もキネシオテープを使用した、経筋治療を

披露しました。 

次回の学術・青年部合同研修会は、平成２５年１２月２

２日に中井 健 会員施術所で開催いたしますので、会員

の皆様の奮ってのご参加、お待ちしております。 

今後とも学術部と青年部にご支援賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

 

 

 

 

青年部長 前嶋 拓也 
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近畿ブロック青年部一泊研修会のご紹介 

 

今回は近畿ブロック青年部一泊研修会の内容についてご紹介いたします。 

近畿ブロック青年部一泊研修会は毎年３月の第二土曜日と日曜日の二日間、近畿ブロック各師

会が担当を毎年持ち回りで開催しております。 

和歌山県主管の下では平成２０年３月８日・９日に『国民宿舎 紀州路みなべ』で開催されました。

当時、出﨑青年部長を中心として、各師会の普及啓発活動の意見交換やスポーツ障害についての

講義と実技披露が行われました。 

例年は、最初に担当師会の会員の先生による学術研修会が開催され、懇親会開宴までの時間

を利用して近畿ブロック青年部長会議が開催されます。懇親会の後は二次会…と続いていきます。

翌日は、観光や文化に触れる体験が中心となっており、正午頃に終了となります。ここ最近は、翌

日も研修会を開催する運びとなっております。 

今年度は来年３月に大阪府内で開催されます。青年部一泊研修会は、他府県の先生方と経営

面や技術・知識面のノウハウなど意見や情報交換できる絶好の機会です。会員の皆様のご参加を

お待ちしております。 

今後ますますの発展を祈願して鍼灸業界を盛り上げて行きましょう！ 

 

 

 

第１８回紀州口熊野マラソン 鍼灸ボランティア活動のご紹介 

 

 紀州口熊野マラソンは毎年 2 月の第一日曜

日に開催されており、平成 26 年 2 月 2 日（日）

に第 19 回 大会が開催されます。また、ハーフ

マラソンとフルマラソンは、日本陸上競技連盟

公認大会です。 

 （一社）和歌山県鍼灸師会では、平成 18 年か

ら紀州口熊野マラソンにて鍼灸普及啓発を目

的としたボランティア活動を行っております。 

 今年度も鍼灸ボランティア活動をしてまいりま

すので、会員の皆様の奮ってのご参加、お待ち

しております。鍼灸普及啓発活動をして行きま

しょう！ 

 

紀州口熊野マラソン HP http://kuchikumano-marathon.jp/ 
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新入会員紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南谷浩伸 

■出身校 明治東洋医学院専門学校 

■免許取得 平成１９年 

■御挨拶 

この度、和歌山県鍼灸師会に入会させて頂きました南谷浩伸です。 

よりよい鍼灸治療を行えるよう精進してまいりますので、ご指導ご鞭撻

の程よろしくお願いします。 

（平成２４年１１月７日入会） 

土井隆弘 

■出身校 森ノ宮医療学園専門学校 

■免許取得 平成１９年 

■御挨拶 

初めまして、この度、和歌山県鍼灸師会に入会させて頂きました、土井

隆弘と申します。森ノ宮医療学園専門学校を２００７年に卒業、同時期に

『はり師』『きゅう師』に免許を取得しました。 

そして、大阪、神戸で経験を積ませてもらい、１０年ぶりに、和歌山に帰

り『土井はりきゅう治療所』を開院する運びになりました。 

まだまだ未熟者ですのでご指導の程よろしくお願いします。 

（平成２５年４月１日入会） 

出口智子 

■出身校 関西医療大学 保健医療学部 鍼灸学科 

■免許取得 平成２１年 

■御挨拶 

はじめまして、今春和歌山県鍼灸師会に新入会いたしました、出口智子

と申します。大学を卒業後、和歌山の鍼灸院で１年、大阪のペインクリニ

ックに３年間勤務し、今年の４月に出身地である御坊に戻ってまいりまし

た。鍼灸師の免許を取得して今年で５年目になります。 

私が初めて鍼治療を受けたのは小学６年生の時でした。頭痛の症状が

続いている時に家族のすすめで鍼治療を受けたところ、うそのように症

状が楽になり、子供ながらに驚いたのを今でもよく覚えています。それ

以来私は鍼の虜になり、１０代の頃から何かある度に鍼灸治療に助けら

れてきました。 

現在、御坊市の接骨院に半日勤務しながら、残りの半日は出張専門で

鍼灸もさせていただいております。日々施術させていただいている中

で、鍼灸を全く受けたことがないという方に出会うことが多く、意外と鍼灸

が浸透していないということを知りました。これからもっと地元の方々に

(特にお若い方に) 鍼灸の良さを広めていけたらと思っております。 今

後ともどうぞ宜しくお願いいたします。 

（平成２５年４月２３日入会） 
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「特別警報」が発表されたら、 

ただちに命を守る行動をとってください。 

 

 

気象庁は、平成２５年８月３０日（金）に「特別警報」の運用を開始しました。 

気象庁はこれまで、大雨、地震、津波、高潮などにより重大な災害の起こるおそれがある時に、

警報を発表して警戒を呼びかけていました。これに加え、今後は、この警報の発表基準をはるかに

超える豪雨や大津波等が予想され、重大な災害の危険性が著しく高まっている場合、新たに「特別

警報」を発表し、最大限の警戒を呼び掛けます。 

近年あらゆる災害が発生しており、和歌山県内における災害に対して和歌山県鍼灸師会は随時

「情報収集」、「会員および会員家族の安否確認」を行い必要に応じて日本鍼灸師会へ報告を行っ

ております。 

このような活動を行っている経緯は、阪神淡路大震災が平成７年１月に発生し各地で防災に関す

る意識が高まりました。平成１５年 10月を最初に日本鍼灸師会 近畿ブロック会議において、南海、

東南海地震発生時における近畿ブロックの連携について審議しました。結果、阪神淡路大震災（平

成７年１月）の教訓を生かし、全国と近畿、そして被災するであろう和歌山県との連携することに可

決されました。 

当時（社）兵庫県鍼灸師会 佐伯会長より体験談と提議をいただき、災害発生時の混乱時にいか

にして、下記の項目を把握する事が重要である旨、ご指摘がありました。 

 

１１１１．．．．会員会員会員会員のののの安否確認安否確認安否確認安否確認をををを素早素早素早素早くできるかくできるかくできるかくできるか    

通信手段が寸断された状態での調査方法が困難であったため、現在の通信システムの最大

活用を目的として事前調査が必要。 

２２２２．．．．会員会員会員会員のののの避難場所避難場所避難場所避難場所のののの確認確認確認確認    

会員の避難先が把握できなかったため、手間取り困惑した為、事前調査が必要。 

３３３３．．．．会員会員会員会員のののの被災状況調査被災状況調査被災状況調査被災状況調査についてについてについてについて    

被災状況の確認方法と調査についてスピードが求められる。 

４４４４．．．．家族構成家族構成家族構成家族構成についてについてについてについて    

崩壊家屋に誰が同居しているか、誰がまだ救出されていないか等、消防等との連携に必要。 

５５５５．．．．救援物資等救援物資等救援物資等救援物資等のののの搬送搬送搬送搬送についてについてについてについて    

家族構成により、例えば女性がいれば生理用品、寝たきり老人がいればオムツ等を必要とし

ていることを師会が把握しておく必要がある。 

安否確認、家屋の被災状況により、被災会員は師会に何を求めているか推測し素早く救援物

資の発送に取り掛かれるように事前調査と準備の必要がある。 

６６６６．．．．被災地区被災地区被災地区被災地区のののの交通手段交通手段交通手段交通手段    

バイク、自転車、船舶のみ有効となり自動車は使用不可と考えるべきである。したがってバイ

ク、船舶を所有し運転可能な会員の協力が重大となる。 
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以上の経緯より、和歌山県鍼灸師会では震災に対応するため、１～６．までは事前調査する必要が

あり会員震災台帳調査表を作成しております。但し、この情報だけでは不十分であり最小限必要な

調査票の内容と考えております。 

東海・東南海・南海地震では和歌山県は甚大な被害が想定されております。皆さんは、地震のこ

とを想像しておりますか。私の住んでいる地域では、河川の逆流により M９クラスの地震では５～１

０メートルの津波が予想されており、会員皆さまの調査票を管理していても活用できない場合があり

ます。そのため、会員震災台帳調査表の情報は、和歌山県鍼灸師会会長はじめ、大阪府鍼灸師会

で管理していただいております。 

また、被災者は県内全域に及ぶため、皆さまも被災者となるかも知れません。普段からの防災、

減災に取り組んでいただき、人を助けるためにはまず、ご自身が無事でなければなりません。東南

海・南海地震に遭遇しお互いが被災者同士となる状況を想像すると、目の前でやらなければならな

いことがあるのに時間をかけての安否確認には、限界があります。そんな時には、携帯電話のメー

ル機能を活用し「大丈夫か？」「大丈夫！」と連絡できれば、１分もかかりません。現在のネット環境

は大変優れておりこのような連絡方法を選択しては如何でしょうか。和歌山県鍼灸師会の安否確認

に関わらず、普段からの情報共有はご家族・ご親戚・お知り合いにも同じことが出来るのではないで

しょうか。 

あらゆる自然災害に備え、会員震災台帳調査表を活用していく予定です。現在提出いただいて

いる内容に変更等があれば、総務部までご連絡ください。 
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きしゅう君の家 登録について 

 

きしゅう君の家 防犯活動とは、平成１８年５月から犯罪や事件から

子供達を見守るため、和歌山県警察本部ならびに和歌山県教育委員

会との連携により、和歌山県鍼灸師会は「きしゅう君の家」として会員施

術所を登録しております。登録された会員の氏名、施術所所在地、住所

及び電話番号は、和歌山県警察本部、県教育委員会、県下の小学校

等に情報が通知されます。 

緊急の場合に、子供達が助けを求めることができる「きしゅう君の家」

これは特別な施設ではなく、この制度にご協力いただける施術所や一

般家庭の地域住民が、犯罪に巻き込まれそうな子どもの安全を確保し、

１１０番通報することが第一の目的であります。 

 

 

 

 

 

 

 

使用鍼の回収について（廃棄費用は無料） 

 

使用済みの鍼などは、産業廃棄物として専門業者に届けることが必要です。一般のゴミとして廃

棄すると法律により罰せられます。各施術所において使用された鍼、および血液含む綿花等は、和

歌山県鍼灸師会に提出して頂きますようお願い申し上げます。 

 

提出方法：容器は、２リットル以下のペットボトルとする。内容物が出ないよう、しっかりと包装し容

器表面には「使用済み鍼」と明記する。 
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入会のご案内 

 

本会は、昭和６３年に社団法人和歌山県鍼灸師会として誕生し、平成２５年度から一般社団法人

和歌山県鍼灸師会へと移行し新たなスタートをきっております。 

近年、鍼灸施術はその効果をメディア等でも注目されてきておりより一層高いクオリティーを求めら

れております。 

医療業界においても「チーム医療」の体制である今、鍼灸専門の職能団体として「チーム鍼灸」の

形が必要ではないでしょうか？？ 

『ａｌｌ『ａｌｌ『ａｌｌ『ａｌｌ    ｆｏｒｆｏｒｆｏｒｆｏｒ    ｏｎｅｏｎｅｏｎｅｏｎｅ・・・・ｏｎｅｏｎｅｏｎｅｏｎｅ    ｆｏｒｆｏｒｆｏｒｆｏｒ    ａｌｌ』ａｌｌ』ａｌｌ』ａｌｌ』    ～～～～一人一人一人一人はみんなのはみんなのはみんなのはみんなの為為為為にににに、、、、みんなはみんなはみんなはみんなは一人一人一人一人のののの為為為為にににに～～～～    

あなたの力が必要です。共に活動していきましょう！！ 

 

※主な事業内容 （ホームページもご覧ください） 

（１）鍼灸学術の医学的研究  

【学術講習会、専門領域研修会、公益社団法人日本鍼灸師会 全国大会 etc.】 

※治せることができる鍼灸師 そのためには勉強と先輩との出会い！ 

（２）鍼灸施術の普及啓発 

【ホームページ等で情報公開、スポーツボランティア活動、県民公開講座】 

※多くの県民の方々に鍼灸の素晴らしさを体感していただいております！！ 

（３）鍼灸業務の振興及び地域貢献 【災害時鍼灸ボランティア活動 etc.】  

※東日本大震災や台風災害時にも参加してきました。将来に備えましょう！  

（４）はり師・きゅう師の資質向上および指導【講習会及び会員ディスカッション etc.】 

※もっと国民や他の医療機関から信頼され、豊かな鍼灸師になる為には？？ 

（５）鍼灸療養費制度【鍼灸療養費制度等適正運用の説明会】 

※療養費制度を正しく理解して、しっかり活用しましょう！！ 

全国的にもトップレベルな資料をご用意し説明をさせて頂きます 

（６）鍼灸賠償責任保険・所得補償保険・日鍼会保障プランをご用意 

 

※ご入会いただける方は、和歌山県に居住し、又は県内で業務を行う医師又は、はり師もしく

は、きゅう師であって この法人の目的に賛同し入会した者にかぎります。（定款より） 

 

 

 

 

 

 

 

詳しくは、事務所または HP でお気軽にご相談、お申込みください。 
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和歌山県鍼灸師会ＨＰ活用のご案内 

現在、広報部では、総務部と共同でＨＰの活用化に取

り組んでいます。 

すでに皆さんご存知とは思いますが、この５月からの療

養費制度等適正運用資料の改訂に伴い、ＨＰ（会員専

用）から資料をダウンロードできるようになっています。

特に、詳細な分類分けをおこない必要な資料だけを見る

ことができます。 

この機能により分厚いマニュアルを保持する必要がな

くなったというご意見を伺っています。また、合わせて鍼

灸療養費料金早見表もＨＰから見ることができるように

なっています。 

今後、連絡網などの資料も随時 HP 上に公開していく

予定にしておりますが、何かご要望ございましたら、ＨＰの「お問い合わせ」からご連絡お願いしま

す。 

 

 

 

和歌山県鍼灸師会 Facebook 活用のご案内 

現在、Facebook 上に和歌山県

鍼灸師会のページを作成しており

ます。（“和歌山県鍼灸師会”で検

索してください） 

目的としては、会員同士の情報

の共有、および一般の方とのコミ

ュニケーションの場になればと思

い設定しております。そして、もう

ひとつの目的として、和歌山県鍼

灸師会のＨＰの更新をタイムリー

にお伝えすることができます。 

現在、Facebook 上の和歌山県

鍼灸師会のページには４８名の方にご賛同いただいています。もっとたくさんの方に「いいね」をして

いただき、より一層の交流をはかっていきたいと思います。 
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『病は“冷え”から』 著者：石原結實 

 

皆さんご存知の石原先生の「体を温める健康法」のバイブル

的な本です。特に虚証の患者さんには参考になるところが満

載です。 

現に、冷えがきつい患者さんに、温めることを中心に治療した

ところ体質改善に成功した例もあります。治療効果がなかなか

でない時などは、この本を読み返して治療のヒントを探したりし

てます。 

一般の方にも、参考になるところがたくさんありますので、一読

をおすすめします。 

『灸法 実践マニュアル』 著者：藤井 正道   

 

著者の藤井先生は大阪の吹田市で開業されており、関西中

医鍼灸研究会の代表をされている方です。 

最近、若い女性の中でお灸がひそかなブームとなっているの

をご存知でしょうか？“お灸女子”などという言葉もできている

ほどです。この本の中では、色んな種類のお灸を丁寧、具体

的に紹介されており臨床で試してみたくなるようなことがたくさ

んあります。 

きっと“お灸女子”を満足させてあげられると思います。 

『超健康になる 顔もみ療法』 著者：長田裕  

 

長田先生は、無血刺絡療法（別名：痛圧刺激療法）と養生指

導の二本柱で、薬を使用せずに病気を治す自然に回帰した医

療を実践されております。 医学の聖人ヒポクラテスは、「人間

は誰でも身体の中に 100 人の名医を持っている」・「病気は人

間が自らの力をもって自然に治すものであり、医者はこれを手

助けするものである」と説いています。長田先生は正にヒポク

ラテスの教えを実践している数少ない医師です。 

 確かな養生法を覚え、自分自身の力を信じて、元気で生きる

喜びを実感しませんか？養生の重要性が多くの人に伝われ

ば、年々高騰する医療費の抑止にも繋がると信じております。 

推薦図書のご案内 
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＜平成２５年度 一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 定時会員総会 概略＞ 

 

平成２５年６月９日（日） 紀南文化会館 研修室２、３に於いて開催されました。 

本年度は、任期満了による役員改選の年となり、平成２５、２６年度 選任された理事及び監事は

次の通りである。 

 

理事 萩野 利赴 理事 前嶋 拓也  理事 出﨑 哲也  理事 中田 浩 

理事 薮中 浩之 理事 竹中 秋生  理事 木下 眞人 

監事 中 美博 監事 吉井 久和 

 

名誉会員について、吉井義郎会員は、和歌山県鍼灸師会の発起人であり、法人の認可を受けた

昭和６３年８月１２日～平成１３年４月２９日までの１２年８カ月の間 「理事、会長、旧保険審査委員、

日本鍼灸師会代議員」として活躍され その間、知事感謝状は昭和５３年と平成６年の２回受賞。知

事表彰は、平成１６年に受賞されております。また平成１３年４月２９日から現在までの１２年１カ月

の間 名誉会長として在籍されております。吉井義郎会員の現在までの経歴を称え「定款第３章６

条２ 名誉会員 この法人に特に功労のあった者又は学識経験者で理事会の推薦により会員総会

の決議により承認されたものとする。」とされており、一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 名誉会員 

とすることが承認可決されました。 

 

報告事項として、平成２５年４月１日 一般社団法人 和歌山県鍼灸師会として移行登記を完了し、

新たなスタートになりました。 

 

厚生労働大臣賞（東日本大震災）について、平成２３年５月の連休を利用してボランティア活動し

てきたことが認められ、厚生労働大臣感謝状を受賞されました。 

 

平成２４年度 保健衛生（医事）功労知事感謝状について、本会から出﨑哲也会員が平成２４年

１１月２７日 ホテル アバローム紀の国 孔雀の間で受賞されました。 

 

会員表彰について、次の会員は永年にわたり一般社団法人 和歌山県鍼灸師会の発展に多大

な貢献し、その功績は誠に顕著でありその功績をたたえ会員表彰されました。 

会員表彰者氏名（役員従事期間：ヶ月） 

 

大田真史会員（１４６）、廣田喜紀会員（１４４）、北川琢也会員（１４２）、 

中野正得会員（１２０）、竹中秋生会員（１２０） 
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平成２４年度 事業報告 

 

一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 

会  長 萩野 利赴 

 

 

１．会員状況 

 

平成２４年４月１日 増 加 減 少 平成２５年３月３１日 

６７名 

岩垣 雅夫 

村垣 真規子 

南谷 浩伸 

（３名） 

柏木 信人 

中村 利男 

村垣 真規子 

嶋   稔彦 

（４名） 

６６名 

    

２．平成２４年度 事業報告 

（１）社団法人 和歌山県鍼灸師会関係 

和鍼会監査  ５月 ６日 和鍼会事務所 

通常総会  ５月２７日 マリーナシティわかやま館３０１ 

臨時総会  １月１４日 紀南文化会館 研修室２、３ 

会員親睦会  ７月２１日 居酒屋「吾作」 

 １２月２３日 「坐・和民」 

 

理事会 （第１回） 平成２４年５月 ６日 和鍼会事務所 

 （第２回） 平成２５年２月１７日 マリーナシティわかやま館３０１号室 

 

ＦＡＸ理事会 （第１回） 平成２４年５月１８日 （第７回） 平成２４年１１月 ７日 

 （第２回） 平成２４年５月２３日 （第８回） 平成２４年１２月２３日 

 （第３回） 平成２４年６月 １日 （第９回） 平成２４年１２月２７日 

 （第４回） 平成２４年７月２３日 （第10回） 平成２５年１月１１日 

 （第５回） 平成２４年７月２４日 （第11回） 平成２５年３月１８日 

 （第６回） 平成２４年８月１８日 （第12回） 平成２５年３月２７日 

 

 

１．（社）和歌山県鍼灸師会関係 

公益法人公益法人公益法人公益法人    

一般社団法人作業 

一般社団法人申請書類 質問 

一般社団法人申請書類（書類郵送） 

一般社団法人申請書類 再提出 

一般社団法人申請書類 再提出 

一般社団法人申請 臨時総会議事録 

 

 

 ４月 ２９日 

 ７月 ６日 

 １０月 ４日 

 １２月 １８日 

 １２月 ２７日 

 １月 ２３日 

 

 

和鍼会事務所 

医務課 

医務課 

医務課 

医務課 

医務課 
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一般社団法人申請書類 再提出 

一般社団法人申請書類 再提出 

一般社団法人申請書類 再提出 

一般社団法人移行申請（電子申請） 

一般社団法人移行申請 説明（収支計算書） 

一般社団法人移行認可書 

一般社団法人登記依頼 

社団法人和歌山県鍼灸師会移行による解散 

総務部総務部総務部総務部    

各事業援助 

新入会員手続き、名簿作成 

公益法人 資料作成 

理事会準備（総務部） 

その他 各部に属さない業務 

通常総会知事への報告 

和歌山県北部（冠水被害）会員安否報告 

厚生労働大臣感謝状推薦（東日本大震災） 

臨時総会の報告（一般社団法人定款案） 

和歌山県鍼灸師会 事務所契約書（更新） 

財務部財務部財務部財務部    

大西会計事務所（決算書予算書作成） 

和鍼会会計監査 

毎月銀行振込、各部会収入・支出管理 

公益資料作成 

保険部保険部保険部保険部    

療養費制度等適正運用委員会 

制度改革における各種折衝 

療養費支給申請書類等の用紙印刷 

療養費取扱い新人研修 

第１回療養費制度等適正運用指導会 

保険者訪問 

第２回療養費制度等適正運用指導会 

第３回療養費制度等適正運用指導会 

学術部学術部学術部学術部    

第１回学術・青年部合同研修会（中野正得） 

第９回はり・きゅう講演会準備説明会 

第９回はり・きゅう講演会 

第２回学術・青年部合同研修会（前嶋） 

第１回学術講習会 

広報部広報部広報部広報部    

催事の広報活動 

県選抜サッカートレセン 

第２０号 会報誌発行 

ホームページ更新 

ホームページ更新 

 

 １月 ３１日 

 ２月 ８日 

 ２月 ２６日 

 ２月 ２７日 

 ３月 １３日 

 ３月 ２６日 

 ３月 ２６日 

 ３月 ３１日 

 

 随 時 

 随 時 

 随 時 

 随 時 

 随 時 

 ６月 １１日 

 ６月 ２３日 

 １月 １５日 

 １月 ２３日 

 ３月 ４日 

 

 ４月 １５日 

 ５月 ６日 

 随 時 

 随 時 

 

 毎月 ６日 

 随 時 

 随 時 

 随 時 

 ７月 ２２日 

 ９月 １２日 

 １１月 １１日 

 ２月 １７日 

 

 ７月 ２２日 

 １０月 ２１日 

 １１月 １１日 

 １２月 ２３日 

 ２月 １７日 

 

 随 時 

 ８月 ５日 

 １０月 ６日 

 １２月 １７日 

 随 時 

 

医務課 

医務課 

医務課 

公益法人インフォメーション 

医務課 

医務課 

司法書士 宮本ひふみ事務所訪問 

 

 

 

和鍼会事務所 

 

 

 

医務課 

日鍼会 

医務課 

医務課 

亀井様 

 

大西会計事務所 

和鍼会事務所 

 

和鍼会事務所 

 

和鍼会事務所 

 

県後期高齢者医療広域連合他 

和鍼会事務所 

那智勝浦町体育文化会館 

協会けんぽ和歌山支部 

和歌山中央コミュニティセンター３階 

マリーナシティわかやま館３０１号室 

 

那智勝浦町体育文化会館 

和歌山市中央コミュニティセンター大ホール 

和歌山市中央コミュニティセンター大ホール 

治療院見学及び勉強会（前嶋会員） 

マリーナシティわかやま館３０１号室 

 

 

紀三井寺競技場及び紀三井寺はやし 
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青年部青年部青年部青年部    

第１回学術・青年部合同研修会（中野会員） 

県選抜サッカートレセン 

第２回学術・青年部合同研修会 

第１８回ａｄｉｄａｓ・口熊野マラソンボランティア 

 

２２２２．．．．近畿近畿近畿近畿ブロックブロックブロックブロック関係関係関係関係    

（社）大阪府鍼灸師会 学術講習会 

第３９回 東洋医学夏季大学公開講座 

（社）大阪府鍼灸師会 学術講習会 

近畿ブロック鍼灸師法専門チーム会議 

近畿ブロック会議 

（社）奈良県鍼灸師会 設立５５周年式典 

（社）大阪府鍼灸師会 学術講習会 

（一社）滋賀県鍼灸師会 設立４０周年記念式典 

藍綬褒章受章（浜田曉会長） 

近畿ブロック保険部長会議 

近畿ブロック青年部長会議 

近畿ブロック青年部一泊研修会 

 

３３３３．（．（．（．（公社公社公社公社））））日本鍼灸師会関係日本鍼灸師会関係日本鍼灸師会関係日本鍼灸師会関係    

日本鍼灸師会第６１期学術講習会 

青木正雄先生を偲ぶ会（弔電） 

日本鍼灸師会 通常代議員会 

期成同盟鍼灸師法制定促進会議 

全国保険部長会議 

全国組織・共済・青年部長会議 

第３回臨床鍼灸スポーツフォーラム 

第３２期鍼灸臨床研修会（坂本会員） 

第８回（公社）日鍼会全国大会事前準備 

第８回（公社）日鍼会 全国大会ＩＮ埼玉 

全国師会長会議 

 

４４４４．．．．そのそのそのその他他他他    

医師会新役員就任 懇親会 

第６１回（社）全日本鍼灸学会学術大会 

（社）全日本鍼灸学会近畿指定研修Ｂ講座 

保健衛生（医事）功労知事感謝状 出﨑哲也 

和歌山県医療推進協議会役員会・懇親会 

会員お見舞い（前嶋会員） 

新年名刺交換会 各課 保険者訪問 

会員家族訃報（上西会員） 

 

 ７月 ２２日 

 ８月 ５日 

 １２月 ２３日 

 ２月 ３日 

 

 

 ７月  ８日 

 ７月 ２２日 

 ７月 ２２日 

 ８月 １９日 

 ９月29､30 日 

 １１月 ２５日 

 １２月 ９日 

 ２月 ３日 

 ２月 １７日 

 ２月 ２４日 

 ３月 ９日 

 ３月９、１０日 

 

 

 ４月 ８日 

 ５月 ２７日 

 ６月 ３日 

 ６月 ３日 

 ７月 ８日 

 ７月１４、１５日 

 ７月 １６日 

 ９月１５～１７日 

 随   時 

 １０月７、８日 

 １２月 ２日 

 

 

 ４月 ２８日 

 ６月８～１０日 

 ７月 １５日 

 １１月 ２７日 

 １２月 ２０日 

 １２月 ２７日 

 １月 ４日 

 １月 １１日 

 

那智勝浦町体育文化会館 

紀三井寺競技場及び紀三井寺はやし 

治療院見学及び勉強会（前嶋会員） 

上富田文化会館 

 

 

大阪府鍼灸師会館３階 

兵庫県民会館１１階 パルテホール 

森ノ宮医療学園専門学校 講堂 

大阪府鍼灸師会館 

滋賀県クレフィール湖東 

ホテルフジタ奈良 

大阪府鍼灸師会館３階 

ホテル ニューオウミ 

シティプラザ大阪２階 

大阪府鍼灸師会館４階 

ホテル京都エミナース 

ホテル京都エミナース 

 

 

森ノ宮医療学園 

 

東京ステーションコンファレンス５階 ５０１（サピアホール） 

東京都中央区八重洲 庄や 

東医健保会館３階会議室 

日本鍼灸会館 ２・４階 

愛知県産業労働センター「ウインクあいち」 

東京・大阪（森ノ宮医療学園） 

青年委員会（スカイプ会議） 

大宮ソニックシティ 

日本鍼灸会館 

 

 

ホテル アバローム紀の国 鳳凰の間 

四日市市文化会館 

奈良商工会議所 

ホテル アバローム紀の国 孔雀の間 

ホテル アバローム紀の国 孔雀の間 

前嶋会員施術所 

県庁 日赤会館 

五色台聖苑 
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平成２５年度 事業計画 

 

一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 

会  長 萩野 利赴 

 

和鍼会監査 ５月１２日 和鍼会事務所 

定時会員総会 ６月 ９日 田辺市紀南文化会館 研修室2･3 

理事会 年３回以上～議題により随時開催予定(FAX理事会含む) 

療養費委員会 毎月１回 ６日 又は前後１日 

会員親睦会 １２月２２日 紀南地方(田辺市周辺) 

 

１１１１．．．．一般社団法人和歌山県鍼灸師会関係一般社団法人和歌山県鍼灸師会関係一般社団法人和歌山県鍼灸師会関係一般社団法人和歌山県鍼灸師会関係    

会会会会    長長長長    

県庁関係 挨拶廻り 

新年名刺交換会 

総務部総務部総務部総務部    

各事業援助 

新入会員手続き、名簿作成 

理事会準備（総務部） 

理事会 

その他 各部に属さない業務 

定時会員総会知事への報告 

財務部財務部財務部財務部    

和鍼会会計監査 

毎月銀行振込、各部会収入・支出管理 

会計資料作成 

公認会計士との折衝 

保険部保険部保険部保険部    

療養費制度等適正運用委員会 

制度改革における各種折衝 

療養費支給申請書類等の用紙印刷 

療養費取扱い新人研修 

保険者挨拶廻り 

療養費等適正運用資料（２５年５月） 

第１回療養費制度等適正運用指導会 

第２回療養費制度等適正運用指導会 

第３回療養費制度等適正運用指導会 

学術部学術部学術部学術部    

第１回学術・青年部合同研修会 

第１０回はり・きゅう講演会（県民公開講座） 

第２回学術・青年部合同研修会 

第１回学術講習会（石田会員） 

    

    

 １月 ６日 

 １月 ６日 

    

 随 時 

 随 時 

 随 時 

 随 時 

 随 時 

 ７月 ８日 

 

 ５月 １２日 

 随 時 

 随 時 

 随 時 

 

 毎月 ６日 

 随 時 

 随 時 

 随 時 

 随 時 

 ５月 ６日 

 ６月 ９日 

 １１月 １０日 

 ３月 ２１日 

 

 ８月 ４日 

 １１月 １０日 

 １２月 ２２日 

 ３月 ２１日 

 

 

和歌山県庁 

和歌山県庁 

 

    

和鍼会事務所    

    

    

    

医務課 

 

和鍼会事務所 

 

和鍼会事務所 

会計事務所 

 

和鍼会事務所    

県後期高齢者医療広域連合他    

    

和鍼会事務所    

広域連合・協会けんぽ・国保連他    

和鍼会事務所 

紀南文化会館 研修室２・３ 

有田市文化福祉センター 

和歌山ビック愛 

 

和鍼会事務所 

有田市文化福祉センター 

治療院見学及び勉強会（中井会員） 

和歌山ビック愛 
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広報部広報部広報部広報部    

ホームページ更新 

催事の広報活動 

第２１号 会報誌発行 

第１９回 adidas・口熊野マラソンボランティア 

青年部青年部青年部青年部    

奈良県マラソンボランティア 

第９回（公社）日鍼会 全国大会 IN 岡山 

第１９回 adidas・口熊野マラソンボランティア 

２２２２．．．．近畿近畿近畿近畿ブロックブロックブロックブロック関係関係関係関係    

大阪府鍼灸師会５０周年記念式典 

近畿ブロック鍼灸師法専門チーム 

近畿ブロック会議 

近畿ブロック保険部長会議 

近畿ブロック青年部長会議 

近畿ブロック青年部一泊研修会 

３３３３．（．（．（．（公社公社公社公社））））日本鍼灸師会関係日本鍼灸師会関係日本鍼灸師会関係日本鍼灸師会関係    

日本鍼灸師会 第６２期学術講習会 

日本鍼灸師会 通常代議員会 

 

全国保険部長会議 

全国青年部長会議 

第４回臨床鍼灸スポーツフォーラム 

第３３期鍼灸臨床研修会（弓場会員） 

第９回（公社）日鍼会 全国大会 IN 岡山 

全国師会長会議 

４４４４．．．．そのそのそのその他他他他    

医療推進協議会 理事会 

医療推進協議会 

（公社）全日本鍼灸学会 

近畿支部指定研修 B 講座 

第６２回（公社）全日本鍼灸学会 

学術大会九州大会 

（公社）全日本鍼灸学会 

近畿支部指定研修 A 講座 

第４１回日本伝統鍼灸学会 学術大会 

（公社）全日本鍼灸学会 

近畿支部指定研修 B 講座 

（公社）全日本鍼灸学会 

近畿支部学術集会 

 

    

 随 時 

 随 時 

 １０月 ６日 

 ２月 ２日 

 

 １２月頃 

 １０月13､14 日 

 ２月 ２日 

    

 ５月 ２６日 

 ７月 ２１日 

 ９月28､29 日 

 ２月頃 

 ３月 ８日 

 ３月８、９日 

 

 ５月 １２日 

 ６月 ２日 

 

 ７月 ７日 

 １０月 １２日 

 １１月 ２４日 

 ９月14～16 日 

 １０月13､14 日 

 １２月 １日 

 

 未 定 

 未 定 

 ５月 ２６日 

 

 ６月７～９日 

 

 ９月 １５日 

 

 ９月28､29 日 

 １０月 ６日 

 

 １１月 ２３日 

    

    

    

 

上富田文化会館 

    

場所未定 

岡山コンベンションセンター 

上富田文化会館 

    

シティプラザ大阪２階 句の間 

大阪府鍼灸師会館 

三重内県予定    

大阪府鍼灸師会館 

大阪府内予定 

大阪府内予定 

 

森ノ宮医療学園専門学校 

東京ステーションコンファレンスサンピアタワー

５階５０１号（サンピアホール）    

日本鍼灸会館    

岡山市内予定 

ホテルグランビア大阪 

東京・大阪（森ノ宮医療学園） 

岡山コンベンションセンター 

日本鍼灸会館 

    

県民文化会館    

場所未定 

キャンパスプラザ京都 

 

アクロス福岡 

 

森ノ宮医療大学 

 

京都エミナース 

新橘ビル８階 A 会議室 

 

明治東洋医学院専門学校 
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平成２５･２６年度 役員紹介 

 

【代表理事】 １名 

 

萩野 利赴 

 

【業務執行理事】 ６名 

 

中田 浩  出﨑 哲也  竹中 秋生  木下 眞人  前嶋 拓也  薮中 浩之 

 

 

【会    長】 萩野 利赴 

【副 会 長】 中田 浩 出﨑 哲也 

【監    事】 中  美博 吉井 久和 

 

【総務部長】 竹中 秋生 【副部長】 薮中 浩之 

【財務部長】 中田 浩 【副部長】 前嶋 拓也 尾谷 正剛 

【保険部長】 出﨑 哲也 【副部長】 中田 浩 弓場 穣 

【学術部長】 薮中 浩之 【副部長】 茂原 仁 石田 国豊 

【広報部長】 木下 眞人 【副部長】 小谷 進一 寺本 享央 

【青年部長】 前嶋 拓也 【副部長】 中野 正得 澤越 巧治 

 

 

療養費制度等適正運用委員会（１４名） 

    

療養費制度等適正運用委員長 前嶋 拓也 

副委員長 薮中 浩之 

 

療養費制度等適正運用委員 

常勤 萩野 利赴 中田 浩 出﨑 哲也 竹中 秋生 

 前嶋 拓也 中野 正得 寺本 享央 木下 眞人 

 尾谷 正剛 薮中 浩之 

A 班 濵﨑 正人 石田 国豊 

B 班 森中 幸雄 川南 昭 
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＊＊＊編集後記＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

平成２５年の夏は「記録的猛暑」となりました。特に８月は記録ずくめの月で、気象庁によると、

８月中旬は東日本（関東甲信、北陸、中部）と西日本（近畿、中四国、九州）で観測史上１位の

暑さだったそうです。勢力の強い太平洋高気圧が西寄りに位置したため、西日本を中心に日照

時間が増え、気温がぐんぐん上昇したのが原因とのことです。西日本では、平均気温は平年比

で２、３度高く、日照時間は平年の１６１％で、いずれもこれまでの１位の記録を大幅に塗り替え

ました。高知県四万十市では８月１２日、国内歴代１位の４１度を観測し、６年ぶりに記録を更

新しました。まさに異常気象としか言えません。東洋医学的に言えば、暑邪を通り越して火邪に

なって私たちに襲いかかっていた夏でした。 

そのような中、私たち和歌山県鍼灸師会は「一般社団法人和歌山県鍼灸師会」として一歩を

踏み出しました。新しく生まれ変わった和歌山県鍼灸師会一丸となり、県民の皆様の健康をサ

ポートするよう努力してまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

広報部長 木下眞人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人一般社団法人一般社団法人一般社団法人    和歌山和歌山和歌山和歌山県県県県鍼灸師会鍼灸師会鍼灸師会鍼灸師会    会報第会報第会報第会報第２１２１２１２１号号号号    

 

発 行 日 2013 年 10 月 6 日 

発 行 者 一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 

   会  長  萩野 利赴 

連 絡 先 〒643-0033 

   和歌山県有田郡有田川町明王寺 338-8 

                    フジビル 1 号 

   電 話 0737-53-1101 FAX 0739-22-9206 

   U R L http://wakayama.harikyu.or.jp/ 

表紙の写真：紀伊大島 

紀伊大島は大島、もしくは串本大島とも呼ばれ、和歌山

県東牟婁郡串本町の沖合い約 1.8km の海上に浮かぶ和歌

山県下最大の島であります。1890年に、日本とトルコの友

好関係のきっかけとなったエルトゥールル号遭難事件は当

島の沖で発生しました。 
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